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委 員 会 会 議 録 

（一社）滋賀県トラック協会 

会 議 名 第３回 安全環境委員会 

開催日時 平成２６年３月１８日（火） １４：００～１５：５０ 

開催場所 滋賀県トラック総合会館 ３Ｆ「会議室」 

出 席 者 田中会長予定者、中西担当副会長予定者、委員２２名、事務局５名 

 
協   議   内   容 

５分遅れて開会。開会にあたり田中会長予定者、中西担当副会長予定者、中嶋委員長より

挨拶が行われた。 

中嶋委員長が議長となり、議事に入った。 

 

議題 

（１）新入学児の交通事故防止活動実施について 

   事務局より、資料に基づき説明があった。なお、当委員会終了後、事務所にて各支部に

手旗の配付を行う旨の説明があった。 

また委員より、大津支部は小野小学校と平野小学校において実施予定の報告が行われた。

 

（２）春の全国交通安全運動ついて 

   事務局より、資料に基づき説明があった。また、各実施日について事務局２名ずつ参加

する旨の報告があった。続いて、啓発活動の実施日について、各委員の出席確認を行っ

た。なお、啓発活動参加者は、障害保険に加入して頂くため、各支部参加者の名簿を作

成する依頼があった。 

 

（３）次年度事業計画及び予算について 

   大黒参事より、安全対策事業にかかる予算の説明が行われた。 

   ・エコ・セーフティドライブコンテストについて、諸経費２０万円を追加。 

   ・交通安全啓発活動について、「安全パトロール５０万円」を「街頭啓発活動３０万円」

に変更。予算の差額２０万円はエコ・セーフティドライブコンテストの諸経費２０万

円とする。 

 

   大橋参事より、環境対策事業にかかる予算の説明が行われた。 

   ・各種助成事業のエコタイヤ導入助成について、３５０万円から５００万円へ増額した

旨を報告。助成要綱は（一社）滋賀県トラック協会の単独助成から国との協調助成と

変更とする。助成対象は大型車のエコタイヤとし、現在装着しているタイヤを全てエ

コタイヤへ交換することを条件として、１台あたり上限１８万円とする。なお、申請
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者の保有車両数は、５両以上３０両以下の事業者とする。 

・省エネ対策事業について、グリーン・エコプロジェクトの予算金額が６００万円から

３５０万円に変更し、平成２６年度も事業を継続して実施する旨の説明があった。平

成２６年度は参加車両数５００両を目標（現在２５０両）とし、Ｇマークの加点とな

ることや滋賀県に対する環境配慮事業のＰＲにも繋がることを説明。なお、平成２６

年度より参加事業者は１両・１ヶ月あたり、５００円の負担がなくなることが報告。

 

中西担当副会長予定者より、新旧正副会長で幾度ともなく協議した経緯でグリーン・エ

コプロジェクトを実施するという結論に至ったことを説明された。また、ドライバーと

管理職の育成、滋賀県へ共同での事業展開（例えば、表彰制度の新設など）を発信、環

境県である滋賀県へ運送業界としての環境保全事業の発信、東京都の事例より、燃費向

上だけではなく事故減少にも有効であることの説明が行われた。続いて、安全環境委員

としても、１車両・１ヶ月あたりの費用がなくなることからも、参加車両が１車両でも

増えるように協力を呼びかけられた。 

次に、経営者の代替わりは進んでいるが、中小零細企業は３０代４０代の管理職の代替

わりは進んでいない。管理職の育成が必要となっている現状に対して、グリーン・エコ

プロジェクトが役立つことを説明された。また、受益者負担費用５００円が無料となっ

たことで、参加者を増加させ、より大きなデータの収集を行いたいと説明された。 

 

   （株）アスアより、資料の配付が行われ、田中尚樹課長よりグリーン・エコプロジェク

トについての説明があった。 

 

中嶋委員長より、平成２６年度において安全環境委員のグリーン・エコプロジェクトへ

の理解が低い状況では良くないため、説明会を実施することで２７年度に事業の見直し

をするためにも委員の理解を深めて２６年度事業を進めたいとの意見を出された。 

続いて、安全環境委員向けにグリーン・エコプロジェクトの説明会を（株）アスアに依

頼することが諮られ、挙手多数により決定された。 

 

また、委員より、平成２６年度ドライブレコーダーの助成金額が３万円から２万円へ減

額するが、これは妥当かどうか質問があり、中西担当副会長予定者より、ドライブレコ

ーダー１台あたりの市場価格が下がっていることや、数年前に取り付けた事業者のこと

を考慮し、実際の金額を引き合いに出して妥当になるという説明が行われた。 

 

（４）エコ・セーフティドライブコンテストについて 

事務局より、資料に基づき説明があった。 

・各委員会での運営役員拠出は行わず、各支部での運営役員拠出のみとする。 

・エコ・セーフティドライブコンテスト当日は、午前７時４５分に集合、午前８時より

受付開始。参加賞は米油とする。また、結果集計については、５月１８日当日に行う。

・当日、運営役員がやむを得なく欠席される場合は、代理の者が出席する。 
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・マイスターの認定及び全国大会の出場者の決定については、５月２１日のエコセフ小

委員会に一任頂きたい。協議の結果、承認された。 

・雨天時は、昨年よりもテントを増設し、雨具を提供する。 

 

   以上を小委員会案として提示し、中西担当副会長予定者より、安全環境委員の主要事業

として本コンテストの協力が依頼された。 

 

（５）交通事故防止総決起大会について 

   石見次長より、資料に基づき説明があった。 

・交通事故防止総決起大会については、講師を１名、９０分間の講演とする。 

・優良事業所表彰については、Ｇマークの取得事業所を表彰対象とする。 

・昨年のタイムスケジュールに原則準じて進捗する。 

 

（６）その他 

   大黒参事より、資料に基づき説明があった。 

   ・啓発活動参加者が加入する障害保険について、啓発活動中及び各会員事業所から啓発

場所までの道中の事故に対応できる保険である旨を説明。また、協会のジャンバーと

帽子を着用することを説明。 

・２月の県内死亡事故発生状況を報告。 

   ・春の啓発品について、納品日が遅れており、４月２日頃となる旨を報告。 

 

   種村専務より、資料に基づき年度末の輸送量急増に伴う安全確保等に係る特別声明を報

告。 

 

   次回小委員会については、新井小委員長よりエコセフ小委員会は４月２４日１２時開始

すること、西川小委員長より事故防小委員会については４月１６日１０時開始すること

が確認された。 

 

 以上で議事が終了。次回委員会は８月頃に予定。 

 
 

            次回委員会 
日 時  平成２６年８月頃を予定 
場 所  未定 

 

 

 

 

 




